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論文はその研究成果をまとめたものであり、4 章からなっている。  
 
第１章では、温度適応に対する多価不飽和脂肪酸の役割を明らかにするため低温・
高 水 圧 で あ る 湖 底 環 境 に 生 息 す る 琵 琶 湖 固 有 種 の ハ ゼ 科 魚 類 で あ る イ サ ザ




での EPA 量がウキゴリでは全脂肪酸中の 1.2％であるのに対して、イサザでは 10.5％




アシルグリセロールアシル転移酵素  DGAT(acyl-CoA:diacylglycerol acyltransferase )を
コードする２種の遺伝子（DGAT1 および DGAT２）をイサザから単離し、トリアシル
グリセロール合成酵素欠損酵母を用いた生化学的解析を行った。EPA 含有培地での培
養実験からトリアシルグリセロール中の EPA 量が DGAT1 を発現させた酵母では
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細菌叢解析でも見出された Lactobacillus plantarum などが産生する多価不飽和脂肪酸由






氏 名 水 藤 拓 人 
（論文審査の結果の要旨）  
 本論文は、多価不飽和脂肪酸をはじめとする脂質と温度適応との関係を明らか
することを目的とし、温度適応に重要な要素の一つである行動性体温調節の多価
不飽和脂肪酸による制御機構の解明を目標とした研究であり、得られた主な成果
は次の通りである。  
 
１．低温環境に生息する琵琶湖固有魚イサザにおいて多価不飽和脂肪酸が脂質中に多く存在
することを見出した。さらに貯蔵脂質であるトリアシルグリセロールに多価不飽和脂肪
酸を転移するジアシルグリセロールアシル転移酵素の機能を明らかにした。 
２．ショウジョウバエをモデルとした体温調節行動解析から低温曝露が多価不飽和脂肪酸含
有脂質の増加と選択温度を低下させることを見出した。続いて多価不飽和脂肪酸合成遺
伝子を導入したショウジョウバエ個体を作出し、組織・細胞種特異的に多価不飽和脂肪
酸量の制御を可能とする実験系を構築した。結果、多価不飽和脂肪酸が TRPA１チャネル
発現神経細胞において神経細胞の活性化を増強することで体温調節行動を制御すること
を明らかにした。 
３．無菌ショウジョウバエ個体と通常飼育個体の比較解析から共生細菌が温度選択性に影響
を与えること見出した。さらに細菌叢解析と単離細菌の添加実験から宿主の選択温度を
変化させる細菌種を同定した。 
４．脂質代謝産物の網羅的解析からショウジョウバエ共生細菌が宿主のエネルギ
ー代謝に影響を与える多価不飽和脂肪酸由来の水酸化脂肪酸を産生すること
を見出した。  
 
以上のように、本論文は温度適応や体温調節の制御機構における新規な知見を多
く含むものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文
は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３１年２月２
０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課
程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、無期限に当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとするこ
とを認める。  
 
  
 
